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田　 本報告は昭和38年におい て，東京，大阪,名古屋，

仙台，広島，長野，都城，能代，の８都市について行 な

った労働力人口の移動調査結果 の１部を基礎としたも の

である。

(2) ここでの主食形態 とい うのは,  1 日３回 の通常 の

食事におい て，(a) 朝昼夕 ともに米食(b) 朝食がパン食

(ｃ)昼 食がパン食 の３個のカテゴリーの分類によるもの

である。 さらにこのような主食形態に対 ナる将来の希望

もあわせて調査を行な った。

(3) 戦後におけ る食生 活が巨 大都市， 地方大都市，中

小 都市におい てどのように変化しつつ あるか， またどの

ような方向 に進みつつ あるかをあきらかにし ようとし た

もので ある。

(4) 特に，食生活 に対 ナる関心が単に所 得水 準のみな

らず，マ ス・ コミの影響を強 くうけ るこ とが予想 される

だけに，主食形態 の変化や その志 向の方 向を合理性 ある

い は近代的 意識 の有無 との関連 に お い て 考 察を行 なっ

た。


